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日本語教育におけるCEFRと評価基準の動向

－タマサート大学におけるTUスタンダード作成をめざして－

北口信幸　山口優希子　吉田暢子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タマサート大学教養学部日本語学科

0． はじめに

	 近年、日本語教育において、日本語学習者のコ

ミュニケーション能力の養成について多くの研究・

実践報告がなされている。その中で日本の国内外

を問わず、日本語教育に携わる様々な機関におい

て、学習者の言語能力を評価するため、ヨーロッパ

言語共通参照枠（Common European Framework 

of Reference for Languages、以下本稿ではCEFR

と呼ぶ）を参考にしたスタンダードの作成が行われ

ている。

	 タイにおいても、中等教育機関において広く使用

されている『あきこと友だち』という教科書に準拠し

たかたちで、日本語学習の達成度や目標を明記

した『あきこCan-do』（2011）が開発されている。し

かしながら、学習者の言語能力について、『あきこ 

Can-do』のような評価基準を用いて、日本語教育

を行っているタイの高等教育機関はチュラーロン

コーン大学の作文の「CAN-DO STATEMENT」

以外に見当たらない。

	 そこで現在、タマサート大学教養学部日本語

学科1においても学習者の言語能力の評価基準

（以下、TUスタンダードと呼ぶ）の作成が行われて

いる。同学科では、日本語学習者について、以下

3つの目標を掲げている。

1.	 「話す・聞く・読む・書く」の4技能を取得し、そ 

		  れを活用して日本人とコミュニケーションをと 

		  ることができるようにすること。

2.	 日本語、日本文化、日本社会に関する基礎知 

		  識を習得し、日本人や日本社会への理解を 

		  深めること。

3.	 進学先や就職先で必要とされる日本語能力 

		  やスキルを習得すること。

	 この目標は現行のものであるが、近年、特に3.に

ついて内容をより具体的に改訂し直す必要性が

出てきており、TUスタンダードもその新目標を踏

まえた形で個々の基準を考えていく必要がある。

	 現状の課題としては、大きく2つのことが挙げられ

る。一つは、学習者自身が自身の学習段階を知る

基準が無いこと、もう一つは、科目ごとの到達度目

標が個別にあり、カリキュラム全体のアーティキュ 

レーションが見えにくいことである。

	 本稿では、タマサート大学におけるTUスタン 

ダード作成に向けて、参考となるスタンダードの考え

方や他の教育機関における評価基準について

概観し、まとめる。

1．スタンダードについて

1．1　スタンダードとは

	 学習者の増加、ニーズの拡大に伴い、日本語教

育に関するスタンダード（standard:基準）を設ける

ことが肝要であると考える。「スタンダード」とは、「当

該言語教育や普及に関する一定の目的や理念と

ともに、その言語の教育の環境をデザインするの

	 1	 タマサート大学日本語学科。1965年、タイで初めての高

等教育の学科として設立された。1997年にタイ初の日本

研究の大学院も設立。81.6％の卒業生が日系企業へ就

職（1986-2000年）。学習者人数はタイの高等教育機関

では最大規模。主専攻150名副専攻が250名、計400名

以上の学生が日本語を学んでいる。
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に必要なある種の枠組みないしは目安を提供す

るもの」（平高 2006）や「『標準・規範』であり、学習

者が目指す言語能力はどんなものか、そのために

教室指導や学習環境どうあるべきか、そのような

言語運用能力はどんなものか、そのために教室

指導や学習環境はどうあるべきか、そのような言

語運用能力をどう測るか、について記述された包

括的な指針である」（柴原 2007）などのように定

義されている。

1．2　CEFR作成の経緯

	 世界的に広く認知されているスタンダードに

CEFRがある。吉島他（2004）『外国語の学習、教

授、評価のためのヨーロッパ共通参照枠』及び『

ヨーロッパにおける日本語教育とCEFR』、ヨーロ

ッパ日本語教師会（2005）によると、CEFRは、欧

州評議会（Council of Europe）によって制定され

た外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ

共通参照枠組であり、ヨーロッパ地域内はもちろ

ん、その他の言語地域においても広く採用され

ている。1999年には、EUの教育大臣らによって、

世界に並び立つことを目指した、高等教育にお

ける欧州圏（European Higher Education Area: 

EHEA）制度を確立させることを目的とした声明（ボ

ローニャ宣言）が出された。これにより、学生に欧州

全域での自由な学びの場が提供され、外国語学

習や異文化体験をすると同時に、自身の母語や

母文化を意識するきっかけをつくることが目指さ

れた。CEFRを設定し、複言語主義を提唱するこ

とにより、EUという制度的に画一化された社会に

おいて、言語学習と言語教育を通した多様性喚

起を目指し、社会の安定を図ったといえる。

1．3　CEFRの言語別共通参照レベル

	 CEFRでは、ヨーロッパ地域内のすべての言語

について、シラバスやカリキュラムのみならず学習

者の言語能力や目標を設定し、「共通参照レベル

（The Common Reference Level）」を示している。

図１の通り、A、B、Cの3段階の大まかなレベル設

定をもとに、全6レベルで提示されている。

	 CEFRで基盤となっている「複言語主義」（plu-

ralingualism）では、言語を学ぶことにより言語経

験が広がるにつれ、一つ一つの言語知識を個々

に増やすのではなく、複言語が関わり合い、相互

作用させながらコミュニケーション能力を培うこと

で、未知の言語や文化に触れたときも、既有知

識や方略を駆使できるような人材の育成を目指

している。EUの言語政策のひとつとして端を発し

たCEFRだが、グローバル化が著しい今日、その

あり方は、他地域の言語教育においても広く参照

されるようになっている。

図1　CEFRの共通参照レベル
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	 図2. JFスタンダードの木        	 図3. CEFRを基にした「Can-do」の6レベル

（参照：http://www.nier.go.jp/shochu/seika/portfolio/portfolio/2_I-III.pdf）

2．日本語教育におけるスタンダード

2．1　日本国内におけるスタンダード

	 日本語教育におけるスタンダードは、どのような

取り組みがなされているのだろうか。日本国内で

は、東京外国語大学、大阪外国語大学2（現大

阪大学外国語学部）といった留学生受け入れ機

関において、それぞれのスタンダード3が提示され

ており、大学もしくは大学院進学を目指す留学生

を対象にした日本語教育の場で、それぞれの目的

に合わせられている。

	 また、日本国外における日本語教育の支援機

関、国際交流基金（以下JF）が、CEFRを参考に

「JFスタンダードの木（図2）」及び「Can-do（図3）」

を打ち出し、「みんなのCan-doサイト

	 （http://jfstandard.jp/cando/top/ja/render.do）」 

というウェブサイト上で、教師、コーディネーターや 

学習者が目的に合わせた学習計画を行い、「Can-

do」を検索したり、自由に編集するといった機能を

使い、必要に応じて新しい項目を作成したり、学習

過程を保存するためのポートフォリオ4を出力すると

いったデータベースを提供している。そして、これら

の一連のシステムを活用することによって、「日本語

の熟達度を客観的に把握したり、今後の学習の目

標を明確にしたりすることができます。また、他の人

や他の機関とも目標や熟達度を共有できるように

なります(前掲ウェブサイトより引用)」とされ、ポートフ

ォリオについては「『評価表』『言語的・文化的体験

の記録』『学習の成果』の3つの要素で構成され

ます。教師は、現場のニーズや目的に合わせて、3

つの要素を組み合わせて、自由にポートフォリオ

を作ることができます（同上）」と紹介されている。

	 2	 大阪外国語大学は、2007年10月1日に大阪大学と統合

し、大阪大学外国語学部となっている。

	 3	 「東京外国語大学JLCスタンダーズ」

		  ＜http://www.tufs.ac.jp/common/jlc/jlc-gp/index.

html＞　最終閲覧日2012/07/15「大阪大学外国語学部-

専攻語について-」 ＜http://www.sfs.osaka-u.ac.jp/user/

kyoumu/ns/st.html＞　最終閲覧日2012/07/15

 	 4	 教育評価におけるポートフォリオ: ポートフォリオとは、生徒

が達成したことおよび到達するまでの歩みを記録する学

習者の学力達成に関する計画的な集積であり、また、生

徒に（そして／あるいは他者に）ある一定の領域における

その生徒の努力、進歩あるいは学力達成を示す生徒の

学習に関する目的的な集積である。

	 5	 「JF日本語教育スタンダード」＜http://j fstandard.jp/ 

summary/ja/render.do#docs＞　最終閲覧日2012/07/15

	 6	 「JF日本語教育スタンダード」＜http://jfstandard.jp/sum-

mary/ja/render.do#docs＞　最終閲覧日2012/07/15
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2．2　海外の日本語教育機関におけるスタン 

ダード

	 海外の日本語教育においては、日本国内の学

習者とは異なる学習項目、目標が必要になること

は、言うまでもない。日本語学習者が最も多い韓

国では、4技能を中心にしているのに加え、言語

学習内容の中に文化の要素を多く取り入れてい

る。2002年「第七次教育課程」では、それらに加

えてインターネットでの情報の収集や管理能力も

加えることで異文化に対して深い関心をもってそ

れを理解しようとする態度を教育目標に入れ、 

「構造シラバス」から「コミュニケーションシラバス」

への転換が見られた（李徳奉 2002）。中国でも、 

「中国課程標準（2002）」以降、従来の「言語知識」

と「言語技能」中心のシラバスを改め、新たに「文

化的素養」「感情態度」「学習ストラテジー」といっ

た項目が取り入れられるようになったと報告されて

いる。しかし、それらのスタンダードが現場でどのよ

うに用いられ、効果をもたらしているのかに焦点を

当てた研究は、管見の限り見あたらないのが現状

である。東南アジア地域においても同様で、近年

言語教育スタンダード作成の動きが見られるもの

の、教育機関同士で連携した長期的なシラバス

は、見受けられない。

	 Trần（2010）では、ベトナムのハノイ国家大学外国

語大学の現行シラバス検討を目指し、CEFRを導

入した新シラバスの試作を行っている。ベトナムで

は近年日系企業の進出が盛んであり、日系企業側

は日本語ができる優秀な学生を確保すべく、客観

的な判断基準として、日本語能力試験2級合格を

採用の目安にしているという。しかし、ベトナムにお

ける日本語教育は他言語と比べ歴史が浅く、高等

教育から学び始める学習者が大半を占めており、

その基準に到達するのは容易ではない。現行シ

ラバスには、到達目標として学習者は４技能を獲

得し、実際に適用できるようになること、目的に即

して日本語でコミュニケーション、意志伝達がで

きるようになること、そして日本文化を理解すること

を挙げているものの、具体的な項目はなく、担当

教師に一任せざるをえない形になっている。

	 そこで、新シラバスの到達目標に基づく具体的

な自己評価チェックリストを試作し、それを通じて

１年生に事前に到達目標を提示すること、新シラ

バスの到達目標及び自己評価チェックリストなど

に基づいて、授業計画を立て、相応しい副教材

や配布資料、特に口頭練習させる副教材を工夫

し、効率的に使えるようにすること、そして日本事

情をはじめ、文化学習内容は各段階でどのような

ことをどのように教えるか、その文化能力をどのよう

な基準で評価するか明確にする、といった項目を

提案している。また、入学の時点で日本語学習経

験がある学生（以下既習者、学習経験がない学生

を未習者とする）もおり、既習者と未習者の能力の

「差」や、目指す達成能力水準の設定の仕方につ

いては、検討の余地があるとしている。

3　タイにおけるスタンダード

3．1　背景

	 タイの日本語教育における特徴といえば、中等

教育機関での日本語教育の広がりを挙げること

ができる。2009年の調査によると、タイの中等教

育機関における日本語学習者の数は、38,685名

であり、大学などの高等教育機関の日本語学習 

者数、21,915名を上回っている事が分かる（表1）。 

また、学校教育以外の機関、塾や語学学校等 

での学習者が10,951名と、その数が多いこともま

た一つの特徴である（表2）。
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表1　東アジア、東南アジアにおける国・＜地域＞別日本語教育の教育機関数・教師数・

学習者数（2009年）

（国際交流基金「国・＜地域＞別日本語教育機関数・教師数・学習者数（2009）」から抜粋、引用）

表2　機関数・教師数・学習者数（学習者数上位20か国）

（国際交流基金（2011：p.4「表1　機関数・教師数・学生者数（学習者上位20か国）」より引用）
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	 2010年、タイの教育省より全国の中等学校を対

象に導入された「WORLD-CLASS STANDARD 

SCHOOL」という方針がある。これにより、第二外

国語の履修が理数系も含めたすべてのクラスで

英語以外の第二外国語が履修できるようになり、

中等学校での日本語履修者の数に関しては更

に増加しているという実態がある（国際交流基金 

日本語教育国・地域別情報 2011）。

	 ブッサバー（2009）は、初・中等教育機関での日

本語教育の普及に伴い、高等教育機関で起こっ

ている問題を概観している。大学入学後、基礎が

ある既習者がより高いレベルまで進める様に、高

校および大学において協同でカリキュラムを見直

す必要性についても指摘している。

3．2　『あきこと友だち Can-do』について

	 タイの中等教育機関では、多くの学校が日本語

の教科書として『あきこと友だち』（国際交流基金

バンコク日本文化センター）を採用しており7、使用

率は高い割合を占めている8。さらに、『あきこと友

だち』には、JFスタンダードに基づく『あきこCan-

do』が作成されており、その課ごとの目標、活動、

達成を表す指標が明確になっている。

	 『あきこと友だち』の特徴は、コミュニケーション

重視の教科書である点と、扱う機能を明確にし、

その課の学習で何ができるようになるかを明示し

ている点である。『あきこと友だち』では、「JF Can-

do」のA1レベルとA2レベル程度の熟達度を目指し

ている。そこで、タマサート大学の日本語スタンダー

ド（TUスタンダード）作成に向けて『あきこと友だち

can-do』を参照することは、本学の既習者のレベ

ル把握に役立つと考えられる。『あきこと友だち』

全30課分のCan-doの内、2課分を以下の表3に

おいて一部紹介する。尚、具体的分析は後のTU

スタンダーズの作成段階において改めて取り扱う

こととする。

3．3　タイの高等教育機関における到達目標作

成の動向

	 タイの高等教育機関に目を向けてみると、2008

年度、チュラーロンコーン大学学士課程のカリキ

ュラム改定において、作文教育の強化を図るため

に作文の「CAN-DO STATEMENT」が作成され

た（チョムナード2008）。これにより、日本留学選抜

試験の合格者増加や、それに伴う研究計画の作

成において一定の成果がみられたとする意見も

ある。

	 7	 国際交流基金バンコクセンターの報告によると、『あきこと

友だち』の使用率が中等教育機関において80%以上を占

めている。＜http://www.jpf.go.jp/j/japanese/dispatch/

voice/tounan_asia/thailand/2011/report06.html＞最終

閲覧日2012月7月15日

	 8	 主にタイの初等・中等教育機関において使用されている

教科書には以下のものがある。

		  『あきこと友だち』国際交流基金バンコク日本文化センタ

ー編（紀伊國屋書店（タイランド））

		  『みんなの日本語』（スリーエーネットワーク）

		  『日本語よろしく』（泰日経済技術振興協会）

		  『にほんご・あいうえお』泰日経済技術振興協会編（泰日

経済技術振興協会）

		  『日本語初歩』国際交流基金日本語国際センター（凡人

社）

		  「国際交流基金ホームページ、日本語教育国・地域別情

報 2011年度」より。

		  ＜https://www.jpf.go.jp/j/japanese/survey/coun-

try/2009/thailand.html#KANKYO＞

　		 最終閲覧日2012月7月13日
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	 以下に、チュラーロンコーン大学日本語専攻の

作文教育における「CAN-DO STATEMENT」の

表を紹介する。

　この評価基準は、カリキュラム全体の評価基準

ではなく作文教育に特化したものであるが、今後

の評価基準作成の動向についても引き続き注目

していこうと考える。一方、TUスタンダードは、「話

す・聞く・読む・書く」の４技能を扱う、タマサート大

学教養学部日本語学科カリキュラムの、総合科目

および会話・聴解・作文の技能科目の到達度を

含めたスタンダードを目指している。
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4．タマサート大学における日本語教育

	 現在、タマサート大学において、入学時の既習

者が受けるプレースメントテスト以外に学生の到達

度を知る基準は、日本語能力試験の点数や結果

しかなく、４技能にわたる学生の到達度の把握が

できていないことは、先にも述べた課題の一つで

ある。



วารสารญี่ปุ่นศึกษา

Japanese Studies Journal

106

	 以下の表５は、タマサート大学卒業時における

日本語能力試験１級及び２級の合否結果を示し

たものである。確かに、これは学習者自身の日本

語能力を部分的に把握することは可能であると

考えられるが、会話や作文などの産出技能を含

めた個々の学習者段階や到達度を把握する事

は出来ない。TUスタンダードは、このような到達度

の把握に加え、学習者の自立学習を促す効果も

期待できると考えられている。

	 タマサート大学へ入学し、日本語を学ぶ学生の

中には、既に中等教育機関等で日本語教育を受

けてきた日本語既習者と、大学入学後に初めて日

本語を学ぶ、日本語未習者が存在する。

	 現時点では、既習者として入学した学生はプレー 

スメントテストを受け、その結果によって、初級2 

段階までの授業免除を受けることができる。具体

的には、「総合日本語1（JP171）」の科目を受講せ

ず、「総合日本語2（JP172）」から、もしくはその2科

目を受講せず、初級後半レベルの「総合日本語 

3（JP211）」の科目から日本語を受講できるように 

なっている。一方、未習で入学した者、つまり大学

入学後から日本語を学びはじめる学生に関して

は、すべて「総合日本語１（JP171）」からのスタート

となる。

	 しかし、現状を見てみると、カリキュラムの規定に

より授業免除を受けた学生が、次のレベルの授

業を受講できないという問題が存在している。

	 例えば、タマサート大学で日本語を学ぶ日本語

既習者の中には、入学以前に学校教育以外の

機関で勉強した者、独学で勉強した者、プログラ

ムを通して日本への留学経験がある者なども含ま

れている。そういった学生の中には、学部が異なる

という理由などから入学時にプレースメントテストを 

受けない者もおり、その場合「総合日本語1（JP171）」

のレベルから再スタートしなければならない。もう

一つは、プレースメントテストを受けた者の中で授

業免除となった学生が「聴解・会話（JP246）」の授

業を受けるためには2年生であること、「総合日本語

2（JP172）」を受講済であること、などの制限がある

ことから、｢会話（JP246）｣の受講は1年見送らなけ

ればならなくなっている。

	 前述の通り、中等教育機関で日本語を学んだ日

本語既習者が増加傾向にある中、学習者が大学

などの高等教育機関において日本語の勉強を続

けるにあたって、これまでの日本語学習経験を生

かして、次のレベルへと日本語能力を伸ばしてい

くことはとても重要であると考える。TUスタンダー

ドの作成は、このアーティキュレーションを実現す

るために、大きな役割を果たすことが期待される。

	 タマサート大学日本語学科で行われているプ

レースメントテストを用いたレベルの振り分けは、

この課題への一対策である。しかし、現状を見て

みると、日本語既習者の能力には大きな幅があ

-

(Skulkru, P. and Kaewkitsadang, P. (2012 : p. 12
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ること、既習・未習の学習者のレベルが交錯する

段階の見極めが難しい、といった問題が起こって

いる。後者についてはブッサバー（2009）も指摘し

ている通りである。

	 そこで、既習者と未習者という枠にとらわれず、個

人の能力を知るためのより客観的な基準が求めら

れている。

4．おわりに

	 本稿では、日本語教育におけるスタンダード、到

達目標について概観した上で、タマサート大学の

現状と課題について述べた。タマサート大学によ

るTUスタンダード作成に際し、他の日本語教育機

関で採用されているスタンダードや到達目標をそ

のまま当てはめることはできない。今後、タマサー

ト大学における学生へのニーズ調査や、卒業生・

教師への意識調査、タイにおける日系企業がどの

ような人材を求めているかについてインタビュー及

び質問紙で調査を行い、分析した上で、TUスタン

ダードを作成に臨みたいと考える。TUスタンダード

作成の詳細な計画等については、紙幅の都合に

より稿を改めたい。

＜付記＞

本稿の執筆は、全ての作業を共同で行ったため

執筆者ごとの分担は抽出不可能であり、本稿の

内容に関する責任は執筆者全員にある。
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